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370年の伝統をもつ「よいとまかせ」　　５月３日、華やかな時代絵巻がくりひろげられました



個
人
県
民
税
均
等
割
額

が
変
わ
り
ま
す

　

鳥
取
県
で
は
、
平
成
17
年
度
か

ら
森
林
環
境
保
全
税
を
個
人
県
民

税
均
等
割
（
１
０
０
０
円
）
に
上

乗
せ
し
て
ご
負
担
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
森
林
環
境
保
全
税

が
、
こ
れ
ま
で
の
３
０
０
円
か
ら

５
０
０
円
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
20
年
度
の

市
民
税
３
０
０
０
円
・
県
民
税

１
５
０
０
円
を
合
わ
せ
た
均
等
割

額
は
４
５
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

●
森
林
環
境
保
全
税
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
、
鳥
取
県
税
務

課
課
税
係
（
☎
０
８
５
７
─
26
─

７
０
５
４
）
ま
で
。

老
年
者
非
課
税
措
置
の

廃
止
に
伴
う
経
過
措
置

の
終
了

　

65
歳
以
上
の
方
（
昭
和
15
年
１

月
２
日
以
前
生
ま
れ
で
、
前
年
の

合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以

下
の
方
）
に
適
用
さ
れ
て
い
た
個

人
市
県
民
税
の
非
課
税
措
置
が
、

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
す
る

な
か
で
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず
公
平

に
税
負
担
を
分
か
ち
合
う
観
点
か

ら
、
平
成
17
年
度
を
も
っ
て
廃
止

　

税
源
移
譲
で
所
得
税
が
減
少

す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
（
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
）
可
能
額
が
所
得
税
よ
り

大
き
く
な
り
、
所
得
税
か
ら
控

除
し
き
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
控
除
し
き
れ
な
い
分
を

翌
年
度
の
住
民
税
（
市
民
税
・

県
民
税
）
か
ら
減
額
す
る
経
過

措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

◆
対
象
と
な
る
方

平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
末
ま

で
に
入
居
し
、
平
成
19
年
分
以

降
の
所
得
税
に
お
い
て
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
が
あ
る
方

で
、
次
の
⑴
⑵
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

⑴
税
源
移
譲
に
よ
り
所
得
税
が

減
少
す
る
結
果
、
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
可
能
額
が
所
得
税
額
を
上

回
り
、
控
除
し
き
れ
な
く
な
っ

た
方 住

民
税
に
よ
る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
調
整
措
置

（
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
）

⑵
税
源
移
譲
前
か
ら
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
可
能
額
が
所
得
税
額
を

上
回
り
、
控
除
し
き
れ
な
い
分

が
あ
っ
た
が
、
税
源
移
譲
に
よ

り
そ
の
控
除
し
き
れ
な
い
分
が

大
き
く
な
っ
た
方

◆
計
算
方
法

「
前
年
分
の
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
可
能
額
」
か
、「
税
源
移

譲
前
の
税
率
で
算
出
し
た
前
年

分
の
所
得
税
額
（
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
前
）」
の
い
ず
れ
か
少
な
い

金
額
か
ら
、「
税
源
移
譲
後
の
税

率
で
算
出
し
た
前
年
分
の
所
得

税
額
（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
前
）」

を
差
し
引
き
ま
す
。

◆
申
告
が
必
要
で
す

対
象
と
な
る
方
は
、「
住
宅
借
入

金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
税
源
移
譲
…
次
ペ
ー
ジ
「
所

得
変
動
に
か
か
る
経
過
措
置

の
創
設
」
参
照

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
経
過
措
置
と
し
て
、
平
成

18
年
度
に
は
税
額
の
３
分
の
２
、

平
成
19
年
度
に
は
税
額
の
３
分
の

１
が
減
額
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
20
年
度
は
こ
の
措
置
が
な
く

な
り
ま
す
。

配
当
割
額
ま
た
は
株
式
等

譲
渡
所
得
割
額
の
控
除
に

お
け
る
割
合
の
変
更

　

上
場
株
式
等
の
配
当
等
で
支
払

時
に
お
い
て
住
民
税
が
徴
収
さ
れ

た
配
当
所
得
（
特
定
配
当
等
に
関

す
る
所
得
ま
た
は
源
泉
徴
収
口
座

に
お
け
る
株
式
等
譲
渡
所
得
（
特

定
株
式
等
譲
渡
所
得
）
が
あ
る
方

が
、
そ
れ
ら
の
所
得
を
総
所
得
金

額
等
に
含
め
て
申
告
さ
れ
た
場
合
、

配
当
割
額
控
除
額
ま
た
は
株
式
等

譲
渡
所
得
割
額
控
除
額
が
税
額
控

除
後
の
所
得
割
額
か
ら
控
除
と
な

り
ま
す
が
、
控
除
に
お
け
る
市
民

税
・
県
民
税
の
分
配
割
合
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

　

改
正
前

市
民
税
２
／
３　

県
民
税
１
／
３

⇦

　
改
正
後

市
民
税
３
／
５　

県
民
税
２
／
５

平成20年度
税制改正のお知らせ

■問い合わせ　課税課市民税係（☎２３－５１１４）



◆
税
源
移
譲
に
つ
い
て

　

税
源
移
譲
は
、
所
得
税
（
平
成

19
年
分
）
と
住
民
税
（
平
成
19
年

度
分
）
の
間
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
18
、
19
年
中
の
所
得
に
大

き
な
変
動
が
な
い
場
合
、
税
源
移

譲
に
よ
っ
て
平
成
19
年
度
住
民
税

が
増
え
て
も
、
そ
の
増
え
た
分
が

平
成
19
年
分
所
得
税
か
ら
減
る
こ

と
で
所
得
税
と
住
民
税
の
負
担
額

の
合
計
が
基
本
的
に
変
わ
ら
な
い

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
退
職
な
ど
の
理
由
に

よ
り
平
成
19
年
中
の
所
得
が
大
幅

に
減
る
こ
と
に
よ
っ
て
所
得
税
が

非
課
税
に
な
っ
た
場
合
、
調
整
す

べ
き
金
額
を
所
得
税
か
ら
差
し
引

く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
年
度
間

の
所
得
変
動
に
伴
う
負
担
増
を
調

整
す
る
た
め
、
平
成
19
年
度
の
住

民
税
を
税
源
移
譲
前
の
額
ま
で
減

額
す
る
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。

◆
対
象
と
な
る
方

　

平
成
18
年
分
の
所
得
税
は
課
税

さ
れ
た
が
、
平
成
19
年
分
の
所
得

税
が
課
税
さ
れ
な
い
方
で
、
次
の

①
、
②
の
両
方
に
該
当
す
る
方

①
「
平
成
19
年
度
住
民
税
課
税
所

所
得
変
動
に
か
か
る
経
過
措
置
の
創
設

　

損
害
保
険
料
控
除
が
改
組

さ
れ
、
地
震
保
険
料
控
除
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
経
過
措
置
と
し
て
、

平
成
18
年
末
ま
で
に
締
結
し

た
長
期
損
害
保
険
契
約
の
保

険
料
（
保
険
期
間
が
10
年
以

上
で
満
期
返
戻
金
が
あ
る
も

の
）
に
つ
い
て
は
、
従
前
の

損
害
保
険
料
控
除
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

　

下
の
計
算
方
法
に
よ
り
算

出
し
た
金
額
が
控
除
額
と
な

り
ま
す
。（
ひ
と
つ
の
契
約
に

地
震
保
険
料
控
除
と
旧
長
期

損
害
保
険
料
控
除
の
両
方
が

含
ま
れ
る
場
合
は
ど
ち
ら
か

を
選
択
）

※
「
地
震
保
険
料
」
と
「
旧

長
期
損
害
保
険
料
」
の
両
方

が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
方
法
で
算
出
し
た
金
額
の

合
計
額
（
最
高
２
万
５
千
円

円
）
と
な
り
ま
す
。

参
考　

所
得
税
の
場
合
は

５
万
円
が
限
度
額
と
な
り
ま

す
。 損

害
保
険
料
控
除
か
ら
地
震
保
険
料
控
除
へ

得
金
額
（
申
告
分
離
課
税
分
を
除

く
）」
が
「
所
得
税
と
の
人
的
控
除

額
の
差
の
合
計
額
」（
左
の
表
を
参

照
）
よ
り
多
い
方

②
「
平
成
20
年
度
住
民
税
課
税
所

得
金
額
（
申
告
分
離
課
税
分
を
含

む
）」
が
、「
所
得
税
と
の
人
的
控

除
額
の
差
の
合
計
額
」
以
下
の
方

※
平
成
19
年
中
に
亡
く
な
ら
れ
た

方
や
海
外
へ
転
出
さ
れ
て
平
成
20

年
１
月
１
日
現
在
、
国
内
に
居
住

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
こ
の
経
過

措
置
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
計
算
方
法

平
成
19
年
度
の
住
民
税
に
つ
い
て
、

「
税
源
移
譲
後
の
税
率
を
適
用
し
、

調
整
控
除
を
行
っ
た
後
の
税
額
」

か
ら
「
税
源
移
譲
前
の
税
率
を
適

用
し
た
税
額
」
を
差
し
引
い
た
額

を
減
額
し
ま
す
。
な
お
、
す
で
に

納
付
済
み
の
場
合
は
還
付
し
ま
す
。

◆
申
告
方
法

　

平
成
20
年
７
月
１
日
か
ら
平
成

20
年
７
月
31
日
ま
で
に
、
平
成
19

年
１
月
１
日
現
在
の
住
所
所
在
地

の
市
区
町
村
へ
申
告
書
（
市
県
民

税
減
額
申
告
書
）
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。（
申
告
書
は
市
役

所
課
税
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。）

　

米
子
市
で
は
、
平
成
19
年
度
課

税
所
得
金
額
と
平
成
20
年
度
の
課

税
所
得
金
額
を
照
合
し
、
該
当
と

な
る
と
思
わ
れ
る
方
へ
、
６
月
末

頃
に
、
申
告
書
等
を
送
付
し
ま
す
。

平
成
19
年
度
住
民
税
納
付
先
が
米

子
市
で
な
い
方
は
、
納
付
先
市
区

町
村
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地震保険料控除
支払った保険料 控除額（住民税）
50,000円以下 支払保険料÷２
50,000円超 25,000円
参考　所得税…保険料の全額に相当する金
額を控除（最高限度額 50,000円）

旧長期損害保険料控除
支払った保険料 控除額（住民税）
5,000円以下 全額
5,000円を超え

15,000円以下
支払保険料÷２

＋ 2,500円
15,000円超 10,000円
参考　所得税…最高限度額 15,000円

住民税と所得税の人的控除額の差
所得控除区分 住民税 所得税 差額

基礎控除 33万円 38万円 ５万円
障害者
控　除

普通障害 26万円 27万円 １万円
特別障害 30万円 40万円 10万円

寡　婦
控　除

寡婦 26万円 27万円 １万円
特別寡婦 30万円 35万円 ５万円

寡夫控除 26万円 27万円 １万円
勤労学生控除 26万円 27万円 １万円
配偶者
控除

一般配偶者 33万円 38万円 ５万円
老人配偶者 38万円 48万円 10万円

配偶者
特　別
控　除

配偶者の合計所得
金額が 38万円超
～40万円未満

33万円 38万円 ５万円

配偶者の合計所得
金額が 40万円以
上～45万円未満

33万円 36万円 ３万円

扶　養
控　除

一般扶養 33万円 38万円 ５万円
特定扶養 45万円 63万円 18万円
老人扶養 38万円 48万円 10万円
同居老親等 45万円 58万円 13万円

同居特別障害者加算 23万円 35万円 12万円



　特別保育とは、仕事と子育ての両立を図るために、通常の保育に加えて実施しているものです。米子市の認可保
育所では、次のとおり特別保育を実施しています。

■問い合わせ　児童家庭課（☎２３－５１７７）

一時保育 休日保育 病児・病後児保育

利用の要件

米子市内に住む児童について、保
護者の変則的な勤務、ボランティア
活動、病気、事故、看護、介護、出産、
学校行事などの公的行事への参加
などで、家庭での保育が困難な場
合や、育児疲れのためのリフレッ
シュの場合に、原則として週３日
を限度としてお預かりします。

米子市内に住む児童について、
保護者が、日曜日、祝日に仕事、
冠婚葬祭、病気、家庭の事情な
どで家庭での保育が困難な場合
にお預かりします。

米子市内に住む児童について、病中あ
るいは病気回復期にあるが、保護者が
勤務などの都合により家庭での保育が
困難な場合にお預かりします。

児 童 の
対象年齢

６か月頃から就学前まで
（０歳児はキッズタウン24かみご
とう、ひばり保育園、えんぜる保
育園、保育園ベア－ズのみ）

１歳６か月頃から就学前まで ０歳から小学校３年生まで

利用時間 実施園の開所時間と同じ 実施園の平日の開所時間と同じ
月～金…午前８時30分～午後５時30分
土…午前８時30分～午後３時

利用申込先 各実施園に直接申し込み 各実施園に直接申し込み
実施施設に直接申し込み

（ただし、嘱託医の事前診断が必要）

実施園
（施設）

東保育園
　（博労町三丁目　☎２２－５６９５）

南保育園
　（陽田町　☎２２－５６９７）

＊米子聖園マリア園
　（東倉吉町　☎３４－３０５４）

キッズタウン 24 かみごとう
　（両三柳　☎３０－０１１１）

ひばり保育園
　（上福原五丁目　☎３３－６１６６）

えんぜる保育園
　（米原一丁目　☎３３－１５７７）

五千石保育園
　（八幡　☎２６－０１３０）

和田保育園
　（和田町　☎２８－８３１９）

成実保育園
　（石井　☎２６－１８５５）

＊保育園ベアーズ
　（榎原　☎３９－７１００）

仁慈保幼園
　（東町　☎３４－３２６７）

キッズタウン 24 かみごとう
　（両三柳　☎３０－０１１１）

病児看護センター
　ベア－ズデイサービス
　（榎原　☎２６－５５９９）

利用料金
３歳以上児　１日 1,000円
３歳未満児　１日 2,000円

1日 2,000円 1日 2,500円

注意事項

◆各園とも受入れ人数に限りがあ
りますので、利用希望日が決まり
ましたら事前に園に連絡してくだ
さい。
◆キッズタウン 24 かみごとう、保
育園ベアーズは登録制です。
◆給食を提供します。

◆各園とも受入れ人数に限りが
ありますので、利用希望日が決
まりましたら事前に園に連絡し
てください。
◆お弁当が必要です。

◆嘱託医の診断後に利用の決定をしま
すので、症状によっては利用できない
場合があります。
◆給食を提供します。

＊聖園マリア園は、平成20年４月１日から米子聖園マリア園に名称が変わりました。
＊保育園ベアーズは、平成20年４月１日から一時保育を実施しています。



職員の人事行政の運営状況をお知らせします
　平成19年度の職員の人事行政の運営状況の概要は次のとおりです。なお、臨時職員 ･ 非常勤職員に関するものと、

「広報よなご９月号」などでお知らせした給与と職員数に関するものを除きます。
　「（その他公表事項）」の内容など、くわしくは職員課（☎２３－５３４２）にお問い合わせください。

区 分 内 容

職員の任免に
関 す る 状 況

採用試験の
実施状況
H20年４月採用分

不実施

採用の状況

(H19年４月１日付け ) 
区 分 競争試験 選 考

一般事務 １人 ４人
土 木 １人 なし
保 育 士 １人 なし

（H19年５月１日付け )　保健師（競争試験）　１人

退職の状況 定年退職５人、勧奨退職８人、その他５人
（その他公表事項）異動の状況

職員の勤務時
間、その他勤
務条件の状況

勤務時間

標準的なもの
正規の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間

１週間あたり 40時間 午前８時30分 午後５時30分 正午～午後１時

※午前５時から午後10時までの間における勤務時間の割振変更制度あり。

年次有給休暇
の取得状況

（水道局以外） 区 分 （Ｈ18） Ｈ19
１人当たり平均使用日数 11日７時間 11日５時間

使用率（総使用日数／総付与日数） 34.2％ 32.9％

（水道局） 区 分 （Ｈ18） Ｈ19
１人当たり平均使用日数 14日４時間 15日５時間

使用率（総使用日数／総付与日数） 37.3％ 40.2％

育児休業の
取得状況

承認件数 区 分 （Ｈ18） Ｈ19
新 規 20件 12件
期間延長 ３件 11件

旅費

区 分 日当 ( １日につき )
宿泊料 ( １夜につき ) 食卓料

( １夜につき )甲 地 方 乙 地 方
議会の議員・市長・副市長 1,500円 14,800円 13,300円 3,000円
その他の特別職 1,300円 13,100円 11,800円 2,600円
一 般 職 1,100円 10,900円 9,800円 2,200円

（その他公表事項）時間外勤務及び休日勤務等の状況、特別休暇等の状況

職員の分限 ･
懲戒処分の状
況（処分件数）

【分限処分】 区 分 （Ｈ18） Ｈ19 【懲戒等処分】 区 分 （Ｈ18） Ｈ19
休 職 ６ ３ 文書注意 － ３

口頭厳重注意 ３ －

職員の営利企
業等従事許可
の状況
（許可件数）

区 分 （Ｈ18） Ｈ19
営利企業等役員を兼ねること １ １
私企業（農業含む）を営むこと １ ３
報酬を得て事務従事すること 25 71

職員の研修・
勤 務 成 績 の
評 定 の 状 況

研修の状況

【市が実施するもの】　人権問題研修、メンタルヘルス研修、外国語講座、派遣（市町村
　職員中央研修所、全国市町村国際文化研修所ほか）研修等

【鳥取県自治研修所におけるもの】　階層別（新任係長、新任課長等）研修、
　実務（企画力向上、政策法務）研修、住民満足度向上講座 ･ 危機管理講座など

（その他公表事項）勤務評定の概要

職員の福祉 ･
利益の保護の
状況

健康診断の
状況

定期健康診断、人間ドック、がん（胃、肺、大腸）検診、婦人検診、ＶＤＴ検診、
検便検査、結核検査、特定化学物質（塩素、石綿）取扱健康診断

福利厚生の
状況

職員互助会への負担金の交付
【平成19年度決算】水道局以外…5,328千円、水道局…1,111千円

（その他公表事項）利益の保護の状況
公平委員会の業務の状況 勤務条件に関する措置の要求・不利益処分に関する不服申し立て…該当なし



米
子
市
の
家
計
簿

（
平
成
20
年
３
月
末
現
在
）

　米子市では、市の財政がどのように運営されているかをお知らせするために、財政状況を公表していま
す。今回は、平成19年10月から平成20年３月までの財政状況を公表します。 
　なお、金額などは平成20年３月31日現在のものです。出納整理期間中（平成20年４月１日～５月31日）
の収入・支出は含まれませんので、決算額とは異なります。■問い合わせ　財政課（☎２３－５３２２）

　一般会計
【歳入】

予算額 収入済額 収入率 前年同期
市 税 193億 4,048万円 187億2,408万円 96.8％ 98.8％

国・県からの交付金等 192億 497万円 179億　290万円 93.2％ 91.8％
市の借入金 91億5,315万円 49億7,240万円 54.3％ 3.3％
そ の 他 83億1,894万円 76億5,333万円 92.0％ 86.0％
合 計 560億1,754万円 492億5,271万円 87.9％ 83.1％

【歳出】
予算額 支出済額 支出率 前年同期

民 生 費 158億　　44万円 123億8,474万円 78.4％ 76.9％
総 務 費 116億5,907万円 103億9,376万円 89.1％ 83.7％
公 債 費 95億1,611万円 95億　847万円 99.9％ 70.7％
土 木 費 48億7,500万円 18億9,647万円 38.9％ 40.3％
教 育 費 43億5,228万円 35億　103万円 80.4％ 81.2％
商 工 費 45億5,507万円 44億1,696万円 97.0％ 93.7％
衛 生 費 32億　458万円 23億3,750万円 72.9％ 78.7％
そ の 他 20億5,499万円 14億1,331万円 68.8％ 67.9％
合 計 560億1,754万円 458億5,224万円 81.9％ 75.1％

　特別会計　　【歳入・歳出】
予算額 収入済額 収入率 前年同期 支出済額 支出率 前年同期

国 民 健 康 保 険 事 業 152億6,666万円 133億6,944万円 87.6％ 84.5％ 136億8,829万円 89.7％ 89.9％
南 公 園 事 業 602万円 2,771万円 460.3％ 293.6％ 271万円 45.0％ 60.0％
住 宅 資 金 貸 付 事 業 2億4,894万円 2,377万円 9.5％ 13.9％ 2億4,894万円 100％ 91.2％
土 地 取 得 事 業 1,909万円 2万円 0.1％ 0％ 1,293万円 67.7％ 100％
下 水 道 事 業 102億5,295万円 42億8,801万円 41.8％ 29.7％ 84億9,185万円 82.8％ 77.2％
高齢者住宅整備資金貸付事業 69万円 481万円 697.1％ 171.1％ 68万円 98.6％ 100％
老 人 保 健 事 業 142億6,311万円 121億1,036万円 84.9％ 85.1％ 129億5,613万円 90.8％ 92.0％
駐 車 場 事 業 6億1,327万円 7,732万円 12.6％ 11.9％ 6億　981万円 99.4％ 99.7％
農 業 集 落 排 水 事 業 9億3,751万円 3億8,000万円 40.5％ 36.4％ 7億8,987万円 84.3％ 59.3％
流通業務団地整備事業 45億4,658万円 10億1,168万円 22.3％ 23.7％ 45億　949万円 99.2％ 91.1％
崎津団地開発促進事業 35億1,408万円 34億8,330万円 99.1％ 99.6％ 34億8,333万円 99.1％ 99.6％
市 営 墓 地 整 備 事 業 7,156万円 1,943万円 27.2％ 49.0％ 6,994万円 97.7％ 50.6％
介 護 保 険 事 業 99億9,342万円 85億4,702万円 85.5％ 82.6％ 92億　750万円 92.1％ 90.7％
市 営 墓 苑 事 業 3,308万円 305万円 9.2％ 144.9％ 1,013万円 30.6％ 50.7％

市有財産の状況 市の借入金現在高 一時借入金の状況
（９月末現在）建 物 532,814 ㎡ 一般会計 694億1,900万円

土 地 7,792,578 ㎡ 特別会計 520億3,342万円 一般会計 40億円
有価証券 4億2,900万円 ※市民 1 人当たりの借入金

　（一般会計のみ） 465,421円
特別会計 86億円

基 金 14億1,168万円

　企業会計

水道事業会計 工業用水道事業会計
【予算の執行状況】　　　■問い合わせ　水道局（☎ 32 － 6111） 【予算の執行状況】　　■問い合わせ　商工課（☎ 23 ー 5219）

区分 予算額 執行額 執行率 前年同期 区分 予算額 執行額 執行率 前年同期

収益的
収入 36億5,886万円 36億6,786万円 100.2％ 99.7％

収益的
収入 1,985万円 1,994万円 100.5％ 100.1%

支出 33億1,843万円 32億7,049万円 98.6％ 95.7% 支出 1,985万円 1,734万円 87.4％ 83.9%

資本的
収入 24億8,480万円 24億5,769万円 98.9％ 87.7% 資本的 収入 1,000万円 1,000万円 100.0％ 100.0％
支出 38億8,105万円 37億3,361万円 96.2％ 95.0%

◆財政用語の解説◆
歳入…1 年間に市に入って
くるすべての収入
歳出…1 年間に市が行なう
すべての支出
一般会計…市の収入や、市
が行なう仕事に必要な費用
などのお金の処理をまとめ
て行なうための会計
特別会計…国民健康保険事
業や下水道事業などのよう
に、保険料や使用料などの
収入で運営する事業につい
て、その事業に係るお金の
流れを分かりやすくするた
めに、一般会計とは別に設
けられた会計
基金…特定の目的のために
積み立てた資金などのこと
で、一般家庭でいうと貯金

　水道事業の平成19年度末の給水人口は18万9,001人、給水戸数は７万691戸でした。また、この
半年間の配水量は 1,217万 9,415立法メートルで、前年同期に比べて 2.5% 減少しました。 
　工業用水道事業のこの半年間の配水量は 32万 9,400立方メートルでした。



　米子市では、水道事業と工業用水道事業について、独立採算を原則とした会計（企業会計）を
設けています。これらの会計では、水道料金、工業用水道料金などにより事業を運営しています。
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◆財政用語の解説◆

●収益的収支…
水道事業の運営に伴
う収入と、それに要
した経費の収支。単
年度における経営状
況を示します。

●資本的収支…
配水管の布設や更新、
配水池の建設等施設
整備に要した経費と、
まかなった財源の収
支をいいます。

水道料金
32億 8,020万円
(93.4%)

その他
2億 3,200万円
(6.6%)

収 入
35億1,220万円

収 入
1,971万円

収 入
29億4,563万円

支 出
31億2,495万円

支 出
1,971万円

支 出
29億4,563万円

その他
5億 224万円
(16.1%)

人件費
8億 8,662万円
(28.4%)

減価償却費
及び支払利息
12 億 9,818 万円
(41.5%)

工事負担金等
3億 6,987万円
(12.6%)

その他（補てん財源）
14億 8,226万円
(50.3%)

企業債
10億 9,350万円
(37.1%)

建設改良費
10億 3,045万円
(35.0%)

企業債償還金
19億 1,518万円
(65.0%)

工業用水道料金
1,932万円 (98.0%)

長期貸付金戻入
1,000万円 （100%）

維持管理費等
1,887万円 (95.7%)

減価償却費
64万円
(3.3%)

予備費
20万円
(1.0%)

受取利息
39万円
(2.0%)

維持修繕費及び動力費
4億 3,791万円
(14.0%)
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拡大読書器とテレビ電話を設置しました
視覚と聴覚に障がいをお持ちの方のコミュニケーション支援・情報支援のため、視覚障がい者用拡大読書器とテレビ電話を
障がい者支援課（本庁舎１階）に設置しました。
◆視覚障がい者用拡大読書器…書類などを拡大して読み書きできます。
◆テレビ電話（電話番号）
　障がい者支援課…３９３７２２４４７（フレッツフォンから）、
　　　　　　　　　０８５９－３６－９３４８（携帯電話（ＦＯＭＡ）から）
　特定非営利活動法人コミュニケーション支援センター「ふくろう」…
　　　　　　　　　　　　　　　３９５５７４５６７（フレッツフォンから） 　
■問い合わせ　障がい者支援課　（☎２３－５１５３）

「住民の支え合いマップ」づくり講習会
自治会・町内会などで、地域づくり、地域のつながり、活動づく
りを考えてみるための第一歩として、マップづくりの手法を学び
ます。
■と き　 ６月17日、８月19日、10月28日
■ところ　 「ふれあいの里」
■対象者　自治会単位で 3 名程度のグループで、3 回の講習会の
　　　　　すべてに参加できる方
■定 員   30グループ
■申込期限　６日 ( 金 ) ※定員になり次第、締め切ります
■問い合わせ　米子市社会福祉協議会（☎２３－５４９０）

特別医療費受給資格証更新のお知らせ
特別医療費受給資格証をお持ちで、次の方は更新の手続が必要で
す。正午～午後１時は、大変混みあいますのでご了承ください。
■ひとり親家庭の方
　（青色の特別医療費受給資格証の区分欄が「ひとり親家庭」の方）
◆更新　20日（金）～
◇場所　市役所保険年金課⑥番窓口、淀江支所市民生活課
◇必要な書類
母子の場合…健康保険証（受給者全員分）、特別医療費受給資
格証、児童扶養手当証書・母子年金証書・遺族年金証書・障害
年金証書、印章（スタンプ印は不可）
父子の場合…健康保険証（受給者全員分）、特別医療費受給資
格証、戸籍謄本（本籍地が米子市でない方）、印章（スタンプ
印は不可）

※平成20年１月１日に米子市に住民登録のない方は、所得税が課
　税されていないことがわかる証明が必要です。
■身体障がい者・知的障がい者の方
　（黄色の特別医療費受給資格証の方）
◆更新　７月１日（火）～
◇場所　市役所保険年金課　⑥番窓口、淀江支所市民生活課
◇必要な書類　健康保険証または後期高齢者医療被保険者証、特
別医療費受給資格証、身体障害者手帳または療育手帳
※本人、同一世帯員または被扶養者が平成20年1月1日に米子市
に住民登録のない方については、住民税の課税証明が必要です。
■問い合わせ　保険年金課医療給付係（☎２３－５１２３）

殺虫剤・除草剤などによる被害を防ぎましょう
農薬には、作物や樹木に発生する病害虫の防除を目
的に散布するものの他に、ガーデニングや家庭菜園
用のスプレー式の殺虫剤や殺菌剤、芝生等の雑草対
策で使用する除草剤なども含まれます。
農薬は、使い方を間違うと生物や環境に影響を与え
てしまう薬剤です。農薬の飛散を原因とする健康被
害、農作物被害が生じないよう、できるだけ農薬を
使用しない管理を心がけましょう。周りの農作物に
飛散した農薬の残留により、農作物の出荷が出来な
くなる場合がありますので、農薬のラベルに記載さ
れた使用方法を守りましょう。
※農薬に関する諸情報と飛散防止に関する情報が入手で

きるホームページは、「農薬コーナー（農林水産省）」

http://www.maff.go.jp/nouyaku/
■問い合わせ　農林課（☎２３－５２２１）

住宅省エネ改修で固定資産税を減額
平成20年４月１日から平成22年３月31日までの間に
省エネ改修が行なわれた既存の住宅について、翌年
度分の税額を、３分の１減額 (120㎡分までを限度 )
する制度が創設されました。
◆適用要件
◇次の①から④までの工事のうち、①を含む工事を
行なうこと
①窓の改修工事　②床の断熱改修工事　③天井の断
熱改修工事　④壁の断熱改修工事
※改修工事により、それぞれの部位が現行の省エネ
基準に新たに適合することになること
◇改修工事が平成20年１月１日に存する住宅 ( 賃貸
住宅を除く。) において行なわれること
◇改修工事に要する費用が30万円以上であること
◆確認の手続　改修後３か月以内に建築士等による
証明書を添付して市に申告をしていただきます。
■問い合わせ
課税課家屋償却資産係 (☎２３－５１１６)



おわびと訂正
「平成20年度ごみ分別収集カレンダー & 健康ガイド & 国保ガ
イド」に掲載いたしました「男女共同参画推進標語」に誤りが
ありました。おわびして訂正いたします。
◆５、８ページ
　株式会社 永井電気工業所（誤）→ 

株式会社 永井電機工業所（正）
◆８ページ
　…参画の国土づくりは（誤）→…参画の風土づくりは（正）

「国勢調査第２次試験調査」を実施します
　平成22年国勢調査の実施に向け、総務省統計局では、６月13日
に国勢調査の【第２次試験調査】を行ないます。
　この調査は ､ 国勢調査の調査方法・調査事務の再検討、調査項
目の設定の検証を行なうために必要な基礎資料を得ることを目的
としています。
　一部の地域で６月上旬に、調査員が調査票の記入のお願いにう
かがいますので ､ ご協力をお願いいたします。
※調査員は、「調査員証」を携帯しています。
■問い合わせ　総務管財課　２３－５３３１

中海・宍道湖一斉清掃
今年も中海・宍道湖護岸
の一斉清掃をします。こ
の機会に中海・宍道湖の
すばらしさと大切さを再
認識してみませんか。
■と き　８日（日）
　　　　　　午前８時30分～ 10時
■集合場所　湊山公園　野外ステージ前
■清掃場所　湊山公園親水護岸
■申込期限　５日（木）
●保険加入のため、事前に氏名等をご連絡ください。
　（参加者負担金はありません）
●駐車場がありませんので、公共交通機関をご利用く
　ださい。
●少雨決行、大雨中止（順延はありません）
●軍手、長靴などは各自でご用意ください。
■申込・問い合わせ
　環境政策課（☎２３－５２５６）

まちづくり活動支援交付金審査委員募集
市民などによる自主的なまちづくり活動を育成・支援する「ま
ちづくり活動支援交付金」の対象事業を選定する審査委員を募
集します。
■公募人数　２人
■応募資格　平成20年３月１日現在、満20歳以上で、市内に
　在住または通勤・通学している方
■任 期　平成20年７月から平成22年３月31日まで
■応募方法　委員に応募する理由・動機（自らの地域活動、
　ＮＰＯ・ボランティア活動の状況でも可）について、400字
　から 800字程度にまとめ、住所、氏名、年齢、電話番号を
　明記のうえ、郵便、ＦＡＸ、Ｅメールなどで協働推進課まで
　応募してください。
■応募期限　23日（月）必着
■応募・問い合わせ
〒 683 － 8686　加茂町１－１　米子市役所　協働推進課
☎２３－５３７５　FAX ２３－５３５４
E メール　kyoudou@yonago-city.jp

米子市まちづくり活動支援交付金事業を募集します
市内で活動する団体が、地域の課題解決や、よりよい市民生活の実現のために、創意工夫して行なう活動を応援します。
■応募資格　市内で主に活動する５人以上で構成（過半数が市内に在住、通勤・通学）し、会則・規約などのある団体
　　　　　　（ただし、宗教的活動、政治的活動を行なう団体、市税などを滞納している法人は除きます）
■募集する事業　自主的・継続的に取り組むまちづくりのための非営利活動で、次のいずれかに該当するもの。
①地域課題の解決など、住みよいまちづくりのために行なう事業　（環境美化、社会福祉、防犯、交通安全活動など）
②地域の特色をいかしたまちづくりのために行なう事業（産業や文化、芸術、スポーツ振興などでの地域活性化のための活動）
③その他、まちづくりの進展のための事業

《対象とならない事業》　国・県・市・公益法人から他制度による補助・助成・委託を受けている事業、政治活動・宗教活動・
　　　　　　　　　　　営利活動を目的とする事業、これまでこの交付金の対象となったものと同じ事業
■交付金　１団体１事業とします。交付金の種類は２つあります。
◆ちょっこし活動コース　交付金対象経費の相当額（上限は８万円）これまでに交付金を受けたことのない団体に限ります。
◆がいな活動コース　交付金対象経費の３分の２以内（上限は 30万円）１年以上の活動実績のある団体に限ります。
※事業収入（入場料、売上金等）がある場合は、交付金対象経費から差し引きます。
■交付金対象経費　チラシ・ポスターの作成費、材料・消耗品の購入費など。団体の運営費や飲食費などは対象外です。
　　　　　　　　　くわしくはお問い合わせください。
■申込方法　交付申請書、事業計画書、事業収支予算書、団体の概要調書を、協働推進課（市役所本庁舎４階）に直接提出
　　　　　　してください。申込書類は、協働推進課、淀江支所、各公民館にあります。
　　　　　　また、「米子市ホームページ」からダウンロードもできます。
■申込締切　30日（月）
■選考方法　書類審査終了後、審査会で、応募団体による事業内容の説明発表の上、決定します。審査会は７月上旬頃です。
■問い合わせ　協働推進課（☎２３－５３７５）



　

昔
、
夫
婦
と
老
人
と
４
歳
に
な
る
子
、

４
人
が
一
緒
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
老
人

は
年
を
と
っ
て
食
べ
も
の
を
こ
ぼ
し
た
り

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
夫
婦

は
、
老
人
が
テ
ー
ブ
ル
で
は
な
く
別
の
と

こ
ろ
で
食
事
を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

老
人
は
涙
を
た
め
、
た
め
息
を
つ
き
ま
し

た
が
、
何
も
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
老
人

は
ま
す
ま
す
年
を
と
り
、
手
が
震
え
て
不

自
由
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
あ
る
日
、
陶
器
の
食
器
を
落

と
し
て
こ
わ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
夫
婦

は
、
こ
れ
か
ら
も
壊
さ
れ
て
は
か
な
わ
な

い
の
で
、
老
人
に
は
粗
末
な
木
の
お
皿
を

使
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
、
四
歳
の
子
が
木
片
を

刻
ん
で
い
る
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。

「
坊
や
、
何
を
し
て
い
る
の
？
」

「
木
で
お
皿
を
つ
く
っ
て
い
る
の
。」

「
そ
の
お
皿
、
何
に
す
る
の
？
」

「
う
ん
、
僕
が
大
き
く
な
る
こ
ろ
に
は
、

パ
パ
も
マ
マ
も
年
を
と
る
だ
ろ
う
。
そ
の

こ
ろ
、
こ
の
皿
が
で
き
あ
が
る
か
ら
、
こ

れ
で
ご
飯
を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
る
の
。」

　

夫
婦
は
び
っ
く
り
し
て
、
も
と
ど
お
り

老
人
と
い
っ
し
ょ
に
、
陶
器
の
食
器
で
食

事
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
お
話
を
読
ん
で
、
皆
さ
ん
は

ど
う
感
じ
ら
れ
ま
し
た
か
。

　

高
齢
者
と
い
う
と
、
介
護
問
題

な
ど
、
体
が
不
自
由
な
方
へ
の
手

助
け
や
援
助
が
す
ぐ
に
思
い
浮
か

び
ま
す
。
ま
た
、
介
護
や
援
助
を

必
要
と
し
な
い
比
較
的
元
気
な
高

齢
者
で
も
、
素
早
い
行
動
が
で
き

な
く
な
っ
た
り
、
目
や
耳
が
以
前

に
比
べ
衰
え
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

つ
い
、
自
分
だ
け
の
判
断
基
準
で
、

高
齢
者
を
遠
ざ
け
た
り
役
割
を

奪
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
は
し

な
い
で
し
ょ
う
か
。

年
を
重
ね
た
未
来
の
自
分
自
身
を

考
え
た
と
き
、
高
齢
者
問
題
は
自

ら
の
問
題
に
も
な
り
ま
す
。
誰
し

も
そ
の
人
な
り
の
役
割
を
果
た
し

尊
重
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

家
庭
や
地
域
の
中
で
、
あ
ら
ゆ
る

世
代
が
安
心
し
て
、
自
信
を
持
っ

て
、
自
由
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

■
人
権
政
策
課

　
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

　
　今回は、７月12日（土）から８月24日（日）に開催する「葉祥明」展を
ご紹介します。葉祥明（よう　しょうめい／本名　葉山祥明／ 1946年熊
本県生まれ）は、1972年に創作絵本「ぼくのべんちにしろいとり」でデ
ビューしました。1990年に創作絵本「風とひょう」でイタリア・ボローニャ
国際児童図書展グラフィック賞を受賞するなど数多くの賞を受け、世界的
にも高く評価されています。
　この夏はぜひとも米子市美術館で、葉祥明の美しい絵本原画や心をなご
ます詩の数々、約160点をご鑑賞いただき、ゆったりと安らぎのひと時を
お過ごしください。
　また、特別企画コンサートとして、７月27日( 日 ) には葉祥明が語り、
彼と親交の深いピアニストの西村由紀江が演奏でジョイントする催しを予
定しています。
こちらもどうぞ、お楽しみに。

■問い合わせ　米子市美術館（☎３４―２４２４）　
■URL　http://www.yonagobunka.net/y-moa/



　

行
政
相
談

行
政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
。

と

き　

３
日
㈫
、
23
日
㈪

　
　
　
　

７
月
８
日
㈫

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ

市
役
所
第
２
庁
舎
１
階
相
談
室

問
い
合
わ
せ

協
働
推
進
課
（
☎
23
―
５
３
７
３
）

　

人
権
相
談

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
。

と

き　

２
日
㈪
、
７
月
10
日
㈭

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ

市
役
所
第
２
庁
舎
１
階
相
談
室

問
い
合
わ
せ

人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

　

農
地
相
談

農
地
の
こ
と
で
日
ご
ろ
困
っ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
農
業
委
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

と

き　

19
日
㈭

●
市
役
所
本
庁
４
０
２
会
議
室（
４
階
）

　

午
前
10
時
～
正
午

●
車
尾
公
民
館

　

午
後
２
時
～
４
時

問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
（
☎
23
―
５
２
７
７
）

　

土
地
境
界
に
関
す
る
無
料
相
談
会

鳥
取
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で
は
、
土

地
の
境
界
に
関
す
る
こ
と
や
、
土
地
・

建
物
の
表
示
に
関
す
る
登
記
（
土
地
分

筆
、
建
物
新
築
な
ど
）
に
つ
い
て
、
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
予
約
は
不
要

で
す
。

と

き

22
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

第
２
会
議
室
（
３
階
）

問
い
合
わ
せ

鳥
取
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
７
―
22
―
７
０
３
８
）

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
が

　

行
な
わ
れ
ま
す

●
投
票
日
時
と
場
所

＊
７
月
６
日
㈰
午
前
７
時
～
午
後
８
時

＊
投
票
場
所
は
、
投
票
所
入
場
券
（
ハ

ガ
キ
）に
記
載
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

無
投
票
と
な
る
選
挙
区
の
方
に
は
入
場

券
を
送
り
ま
せ
ん
。

●
投
票
で
き
る
方

・
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て

い
る
方
と
、
そ
の
同
居
の
親
族
ま
た
は

同
居
の
親
族
の
配
偶
者
で
年
間
耕
作
従

事
日
数
60
日
以
上
の
方

・
米
子
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と（
投

票
日
前
ま
で
に
転
出
し
た
方
は
、
投
票

で
き
ま
せ
ん
）

・
20
歳
以
上
（
昭
和
63
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
）

＊
以
上
の
要
件
を
備
え
て
い
て
、
平
成

20
年
３
月
31
日
に
確
定
し
た
米
子
市
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
載
っ
て

い
る
方

●
期
日
前
投
票
期
間
と
時
間

　

６
月
30
日
㈪
～
７
月
５
日
㈯

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

●
期
日
前
投
票
場
所

　

市
役
所
本
庁
舎
４
階

●
不
在
者
投
票

鳥
取
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定
し

た
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
・

入
所
中
の
方
は
、
施
設
内
で
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。
く
わ
し
く
は
選

挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
農
業
委
員
に
立
候
補
す
る
方
へ
】

立
候
補
す
る
際
の
注
意
事
項
や
各
種
届

出
な
ど
の
説
明
会
を
行
な
い
ま
す
。

●
説
明
会
日
時

　

６
月
16
日
㈪　

午
後
１
時
30
分
か
ら

●
説
明
会
会
場

　

市
役
所
本
庁
舎
４
階
４
０
１
会
議
室

●
立
候
補
届
出
日　

６
月
29
日
㈰

　
（
選
挙
の
告
示
日
と
同
日
で
す
）

●
立
候
補
受
付
場
所
・
受
付
時
間

　

市
役
所
本
庁
舎
４
階
４
０
１
会
議
室

　

・
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

農
業
委
員
会
と
は
、｢

農
業
委
員
会

等
に
関
す
る
法
律｣

に
基
づ
き
各
市

町
村
に
設
置
さ
れ
て
い
る
行
政
委
員

会
で
す
。
そ
の
主
な
業
務
内
容
は
、

農
地
の
売
買
・
賃
借
・
転
用
の
許
認

可
・
賃
借
の
解
約
に
関
す
る
こ
と

や
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に

よ
る
利
用
権
の
審
査
決
定
に
関
す
る

こ
と
、農
業
者
年
金
に
関
す
る
こ
と
、

各
種
証
明
事
務
な
ど
で
す
。
ま
た
、

地
域
農
業
を
守
る
た
め
の
農
地
相
談

や
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
、
そ
の
他
食
料

の
地
産
地
消
の
推
進
な
ど
に
も
努
め

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
23
ー
５
３
４
６
）



　

児
童
手
当
の
現
況
届
を
お
忘
れ
な
く

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
送

付
し
た
「
現
況
届
」
を
６
月
中
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
現
況
届
を
提
出
さ
れ

な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

児
童
家
庭
課
（（
☎
23
―
５
１
３
５
）

　

米
子
市
非
常
勤
職
員

募
集
職
種
・
人
員　

行
政
窓
口
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
事
務
員
・
１
人

試
験
日
・
科
目

29
日
㈰
・
教
養
、
作
文
、
面
接

※
試
験
会
場
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

採
用
予
定
日 　

平
成
20
年
８
月
１
日

申
込
受
付
期
間　

２
日
㈪
～
13
日
㈮

（
当
日
消
印
有
効
）

※
指
定
の
受
験
申
込
書
を
行
政
窓
口

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
く
わ
し
く
は
、
受
験
案
内
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
、
受
験
申
込
書
の
請
求
、
問

い
合
わ
せ　

行
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
（
☎
39
―
０
２
２
２
）

　

自
衛
官

防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
２
等
陸
・
海
・
空
士

く
わ
し
く
は
、
自
衛
隊
米
子
地
域
事
務

所
（
☎
33
―
２
４
４
０
）
か
、
市
役
所

総
務
管
財
課
（
☎
23
―
５
３
３
１
）
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　

青
少
年
海
外
研
修
生

中
海
市
長
会
で
は
、
交
流
を
通
し
て
相

互
理
解
を
深
め
、
国
際
感
覚
を
も
っ
た

人
材
を
育
て
る
た
め
、
中
学
生
の
研
修

生
を
募
集
し
ま
す
。

派
遣
先

カ
ナ
ダ
・
メ
ト
ロ
バ
ン
ク
ー
バ
ー

派
遣
期
間　

９
月
21
日
～
25
日

参
加
費
用　

10
万
円
程
度
（
パ
ス
ポ
ー

ト
取
得
費
用
は
別
途
参
加
者
負
担
）

派
遣
人
員　

中
学
生
２
人

応
募
期
限　

７
月
４
日
㈮

（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
資
格
や
応
募
方
法
な
ど
、
く
わ
し

く
は
、
学
校
を
通
じ
て
お
配
り
す
る
チ

ラ
シ
か
、「
米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

総
合
政
策
課
（
☎
23
―
５
３
７
４
）

　

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

７
月
20
日
㈰
に
開
催
さ
れ
る
「
第
28
回

全
日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
皆
生
大
会
」

で
、
選
手
誘
導
、
エ
ー
ド
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
開
・
閉
会
式
の
準
備
な
ど
を
お
手

伝
い
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

作
業
時
間　

19
日
…
正
午
～
午
後
6

時
、
20
日
…
午
前
６
時
～
午
後
10
時
、

21
日
…
午
前
９
時
～
午
後
２
時

※
作
業
時
間
帯
を
指
定
で
き
ま
す
。

対

象　

高
校
生
以
上
（
中
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能
）

※
参
加
者
全
員
に
ス
タ
ッ
フ
Ｔ
シ
ャ

ツ
、
時
間
帯
に
よ
り
弁
当
と
飲
物
を
支

給
し
ま
す
。

申
込
締
切　

20
日
㈮

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

皆
生
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
協
会
（
☎
34
―
２
８
１
９
・
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込
可
）

　

米
子
市
体
力
テ
ス
ト
会

と

き　

22
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午

※
受
付
は
午
前
９
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ　

箕
蚊
屋
体
育
館

対

象　

20
歳
～
79
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の

健
康
な
方

※
参
加
無
料
で
す
。
屋
内
用
運
動
靴
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

体
育
課
（
☎
23
―
５
４
２
６
）

　

中
国
語
入
門
講
座

と

き　

７
月
８
日
～
10
月
28
日

午
後
７
時
～
８
時

（
全
15
回　

原
則
と
し
て
火
曜
日
）

と
こ
ろ　

市
役
所
４
０
２
会
議
室
ほ
か

対

象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
こ
れ

か
ら
中
国
語
を
勉
強
し
よ
う
と
し
て
い

る
方
（
た
だ
し
、
平
成
19
年
度
の
中
国

語
入
門
講
座
の
受
講
生
は
除
く
）

講

師　

米
子
市
国
際
交
流
員

　
　
　
　

夏シ
ャ　

霊リ
ン

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
資
料
代
と
し

て
、
別
途
１
０
０
０
円
必
要
で
す
。

募
集
人
員　

25
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

※
17
日
㈫
午
前
8
時
30
分
か
ら
電
話
受

付
開
始

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

総
合
政
策
課
（
☎
23
―
５
３
７
４
）



８
日
～

日
、
ホ
ー
ム
で
、
木
工
作

品「
魚
類
の
木
彫
彩
色
レ
リ
ー
フ（
う

な
ば
ら
木
彫
同
好
会
）」
を
展
示
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ 

米
子
市
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
（
☎
34
―
５
１
５
４
）

　

フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
８ 

　
「
花
と
遊
ぼ
う
」

と

き　

21
日
㈯
午
前
９
時
～
午
後
５

時
、
22
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

東
亜
花
卉
園
芸
市
場

■
花
卉
品
評
会
・
花
卉
装
飾
作
品
展
・

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
（
21
日
・
22
日

午
後
１
時
30
分
～
）、
展
示
品
即
売
会

（
22
日
午
後
４
時
～
）

※
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
は
事
前
申
込

み
、
参
加
料
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

米
子
地
区
花
卉
生
産
者
協
議
会
（
☎
33

―
３
３
１
３
）

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
教
養
講
座

●
い
ざ
と
い
う
時
の
着
物
着
付
教
室

と

き　

７
月
７
日
㈪
～
10
月
６
日
㈪

　
　
　
　

午
後
７
時
～
９
時

（
全
12
回　

毎
週
月
曜
日
）

定

員　

18
人

受
講
料　

無
料

申
込
締
切　

７
月
４
日
㈮

●
ゆ
と
り
の
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
教
室

と

き　

６
月
20
日
㈮
～
12
月
19
日
㈮

　
　
　
　

午
後
７
時
～
９
時

（
全
12
回　

第
１
・
３
・
５
金
曜
日
）

定

員　

16
人

受
講
料　

無
料
（
要
材
料
代
）　

申
込
締
切　

16
日
㈪

◆
い
ず
れ
の
講
座
も
…

対

象　

勤
労
青
少
年

（
空
き
が
あ
れ
ば
一
般
希
望
者
）

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

会

場　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

で
き
る
方

※
第
２
回
目
以
降
の「
実
践
練
習
」、「
運

動
実
践
」
な
ど
の
講
座
は
、今
後
の
「
広

報
よ
な
ご
」な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

長
寿
社
会
課
（
☎
23
―
５
１
５
５
）

　

健
康
づ
く
り
教
室

　
「
よ
な
GO
体
力
測
定
会
」

体
力
測
定
を
し
て
体
力
年
齢
を
確
認
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
身
体
機
能
の
維
持
・

向
上
の
た
め
に
、
自
宅
で
も
で
き
る
簡

単
な
体
操
、
よ
な

体
操
、
ス
ト

レ
ッ
チ
な
ど
も
行
な
い
ま
す
。

日
程

会
場

日
程

会
場

３
日
㈫
福
生
東
公
民
館

大
和
分
館

11
日
㈬
明
道
公
民
館

13
日
㈮
弓
ヶ
浜
体
育
館

４
日
㈬
淀
江
公
民
館

17
日
㈫
美
保
体
育
館

５
日
㈭
宇
田
川
分
館

18
日
㈬
福
米
東
公
民
館

６
日
㈮
住
吉
体
育
館

19
日
㈭
福
米
西
公
民
館

－

－

20
日
㈮
啓
成
公
民
館

時　

間　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～

対　

象　

65
歳
以
上
の
方

（
65
歳
以
下
の
方
も
参
加
可
）

※
当
日
は
、
動
き
や
す

い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
申
込
不
要
。

問
い
合
わ
せ

長
寿
社
会
課

☎
23
―
５
１
３
２
）

　
「
第
58
回
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
開
始
式
」
講
演
会

暴
走
族
か
ら
更
生
し
、
現
在
、
不
登
校
・

非
行
少
年
の
保
護
・
育
成
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
の
代
表
を
務
め
る
方
を
講
師
に

迎
え
て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
入

場
無
料
・
申
込
不
要
。
託
児
は
事
前
申

込
み
が
必
要
で
す
。

と

き　

29
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

米
子
市
淀
江
文
化
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　
「
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ

く
り
に
関
わ
っ
て
」

講

師　

田
川
ふ
れ
愛
義
塾
代
表

　
　
　
　

工く
ど
う藤　

良り
ょ
う

さ
ん

問
い
合
わ
せ

人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

　

健
康
づ
く
り
地
域
サ
ポ
ー
ト

　

実
践
講
座
（
第
１
回
）

地
域
で
の
健
康
づ
く
り
を
実
践
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
。
す
ぐ
に
で
き

る
運
動
方
法
を
学
び
、
地
域
活
動
の
中

で
運
動
指
導
を
し
ま
す
。参
加
費
無
料
。

と

き　

７
月
７
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」

講

演　
「
地
域
で
支
え
る
介
護
予
防
」

講

師　

鳥
大
医
学
部
社
会
医
学
講
座

　
　
　
　

准
教
授　

加か
と
う藤　

敏と
し
あ
き明
さ
ん

対　

象　

地
域
活
動
で
実
践
的
に
活
動

平成20年度（第44回）米子人生大学
期 間　６月16日（月）～11月10日（月）
　　　　年間 11回
　　　　午後２時～４時（開場午後１時30分）
会 場　米子市文化ホール
ご案内チラシ下部の申込票で、生涯学習課か
各公民館にお申し込みください。講座の開催
日に、会場でもお申し込みできます。
※案内チラシは、生涯学習課・市役所総合案内・
各公民館にあります。
※電話申込みはできません。
受講料　年間1,000円　（初めて受講される日
に、会場受付でお支払いください。）
■問い合わせ　生涯学習課（☎２３－
５４４４・市役所第２庁舎３階）

日程 テ ー マ

16日
（月）

開講式

「東海道ひとり旅」　
安来市荒島公民館　館長　佐

さ さ き

々木　弘
ひろし

さん

30日
（月）

「健康は健口から
～生涯おいしく食べるために～」

ワイエイデンタルクリニック
歯科医師　足

あ だ ち

立　　融
あきら

さん
７月
７日
（月）

「食の安全を守るために」
食農教育研究家　川

かわかみ

上　一
いちろう

郎さん

※とっとり県民カレッジ連携講座です。
※出席回数・修了回数に応じて、修了証・皆
　勤賞・永年受講賞を設けています。



新しい中国・国際交流員が就任しました
　４月14日に新しい国際交流員が就任しました。中国・上海市出身の　夏

シャ

　霊
リン

国際交流員です。
　これから１年間、小・中学校や公民館などでの講演や市民向け中国語講座、また、中国関係機関との連絡調整など、
米子市の国際交流業務に携わってもらいます。市民の皆さんへ　夏　霊　国際交流員のメッセージをお届けします。

　米子市の皆さん、こんにちは。
　中国の上海からまいりました国際交流員の夏　霊と申します。４月から米子市役所総合政策
課国際交流室で勤務しています。
私は以前から日本の漫画やドラマなどに大変興味があり、大学の日本語学科に入り、日本の歴
史や文化、文学などを勉強しました。さらに日本のことを学ぼうと思って、大学を卒業した後、
上海の華東師範大学院で３年間国際比較教育の勉強を続けました。その間、１年間は横浜国立
大学に留学し、日本の国際理解教育を研究しました。今回は国際交流員の試験を受け、幸いな
ことに合格し、米子市で国際交流員として働くことになりました。
　日本での生活は２回目ですが、働くことは初めてです。恵まれた環境、おいしい食べ物、そして親切な方々との出会い、
米子に来てから、わずかしか経ちませんが、米子が大変好きになり、これからの1年間を楽しみにしています。
　これから、市民の皆さんとのふれあいや、いろいろ経験を積んでもっと日本のことを知りたいですし、皆さんにも是非日
本のことを教えていただきたいと思います。それと同時に、中国のいろいろなことを紹介し、
皆さんと交流を深め、日中友好の架け橋として努力したいと思います。どうぞよろしくお願い
いたします。

わくわくアジア体験くらぶ ―夏休み小学生のための国際理解講座―

■と き　７月23日（水）・30日（水）、８月４日（月）・６日（水）・９日（土）　
　　　　　　午前10時～11時（８月９日は11時30分まで）
■と こ ろ　児童文化センター・明道公民館
■内 容　「中国・韓国を知ろう」　「中国・韓国文化体験」　「中国 ･ 韓国の料理を作ろう」
■対 象　市内にお住まいの小学校３年～６年生
■講 師　中国担当：米子市国際交流員　夏

シャ

　霊
リン

　　韓国担当：米子市国際交流員　柳
リュウ

潤
ユ ン

慶
キョン

■募集人員　15人（応募者多数の場合は抽選とし、受講確定の方には、7月17日（木）までに連絡いたします。）
■受 講 料　無料（ただし、材料費などは実費）
■申込・問い合わせ　７月８日（火）までに、総合政策課（☎２３－５３７４）へ電話で申し込んでください。

６月23日から29日は、男女共同参画週間です
米子市では、この期間中にさまざまな事業を行ないます。これを機会に男女共同参画について考えてみませんか。

●男女共同参画パネル展示（マンガでみる男女共同参画）
　と き　23日（月）～29日（日）
　ところ　米子市民交流広場（「米子駅前サティ」４階）
●かぷりあ　シネマの集い～映画上映会～
　と き　25日（水）　第１回　午後１時30分～３時30分
　　　　　　　　　　　第２回　午後７時～９時
　ところ　米子コンベンションセンター　小ホール
　上映作品　「しゃべれども　しゃべれども」

ひょんなことから「話し方教室」を始めることになった、うだ
つのあがらない落語家と、そのもとに集まった不器用な３人を
軸に、“想いを伝えること”の大切さと、誰かが“受け止めてく
れること”の嬉しさを伝える爽やかな作品です。

　キャスト　国文太一、香里奈、森永悠希、八千草薫、伊東四朗ほか
　入場料　　無料
　※第１回上映のみ託児あり（20日までに電話で予約）
　※第１回上映終了後 1 時間程度、「ミニしゃべって未

み ら い

来や」を開催。
　　映画の感想、コミュニケーションのとり方など、日ごろ思って
　　いることを“しゃべって”みませんか。参加は無料です。お気
　　軽にご参加ください。

●第１回　しゃべって未
み ら い

来や　
「落語からまなぶ　コミュニケーション術」

～今の自分をかえる～
米子市在住の落語家、六代目・桂小文吾さ
んの落語を楽しんだ後、ユーモアをまじえ
ながら、自分の思いを上手に伝えるコツを
つかみましょう。
　と き　26日（木）
　　　　　午後６時30分から２時間程度
　ところ　米子市男女共同参画センター
　　　　　“かぷりあ”第１会議室
　　　　　（「米子駅前サティ」４階）
　講 師　山陰の噺家
　　　　　六代目・桂

かつら

　小
こ ぶ ん ご

文吾さん
　※参加無料・要事前予約・定員 30人程度

■申込・問い合わせ
　男女共同参画推進課（☎２３ー５４１９）

12ページに「中国語入
門講座」の記事を掲載
しています。



米子市営住宅入居者を募集します
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地 空家番号 構造 間取り 家賃月額
（円）

建築
年度棟 号

河 崎
住 宅 河 崎 49R2 404 中層耐火

４ 階 建 3K 11,200
～ 18,600 S49

安倍彦名
住 宅 彦 名 町 1R2 104 中層耐火

４ 階 建 3DK 18,400
～ 30,500 Ｈ元

（老人等優先入居）

冨士見町
住 宅 冨士見町 207 高層耐火

８ 階 建 2DK 16,600
～ 27,600 Ｈ２

錦 海 町
住 宅

錦 海 町
二 丁 目

4R1 303 中層耐火
４ 階 建 3LDK 22,900

～ 37,900 Ｈ４

5R2 405 中層耐火
４ 階 建 3DK 23,300

～ 38,600 Ｈ５

■入居者の資格
●市内に住所または勤務場所があり、独立の生計を営んでいる方
●現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族（事
実上婚姻関係と同様の事情にある方や婚約者を含む）がある方。
ただし、生年月日が昭和31年４月１日以前の方などは、単身
でのお申込みが可能です。
●世帯の収入が公営住宅法に定める収入基準に合う方。
●現に住宅に困窮していることが明らかな方。
●米子市税などに滞納がない方。
■老人等優先入居
60歳以上の方、心身障がい者の方は、優先入居（応募者数が
複数の場合は公開抽選）の制度があります。それぞれ条件があ
りますので、くわしくは、お問い合わせください。
■申込受付期間　２日（月）～ 10日（火）　土・日を除く。
■申込受付場所　建築住宅課（本庁舎２階）、
　　　　　　　　淀江支所地域振興課（淀江支所１階）
■申込みに必要な書類　住宅申込書、所得に関する証明書、住
民票（世帯全員のもの。外国人の場合は、外国人登録法第４条
第１項の登録を受けていることを証明する書類）。その他、申
込理由により添付書類が必要となる場合があります。住宅申込
書などは建築住宅課、淀江支所地域振興課にあります。
■入居選考方法　16日（月）　公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　７月１日（火）
次回の市営住宅入居者募集期間は７月１日～９日の予定です。
■問い合わせ　建築住宅課（☎２３－５２６３）

特定公共賃貸住宅（所在地：陰田町　3LDK　家賃月額
69,000円）の募集も行なっています。上記市営住宅に
比べ収入基準が高く、月収 20万円から 60万1,000円ま
での世帯が対象となります。特定公共賃貸住宅につい
てのお問い合わせは、随時受け付けています。

市有地を売払いします
　一般競争入札により市有地を売払いしますので、買受
希望の方はご参加ください。
■売払物件　　土地
　　所在地…蚊屋100番３
　　宅地 746.35㎡

■現地説明会の日時・場所
　と き　23日（月）午後２時
　ところ　売払物件所在地
■一般競争入札会の日時・場所
　と き　７月２日（水）午後２時
　ところ　市役所本庁舎２階　202会議室
■注意事項

（１）米子市税等の滞納がある方には、原則、売り払うこ
　とができません。

（２）現地説明会、入札会に参加される方は、入札契約課
　に申込みをしてください。
　申込期限…現地説明会は 20日（金）、入札会は 27日
　（金）で、いずれも午後５時までです。
　なお、現地説明会は電話での申込みが可能です。

（３）入札当日、現金または銀行振出小切手で、入札金額
　の 10％以上の入札保証金を納付する必要があります。
　ただし、落札者以外の入札保証金は、返還します。

（４）くわしくは、入札契約課で交付している入札心得書
　か、「米子市ホームページ」をご覧ください。
■問い合わせ　入札契約課契約係（☎２３－５３６５）

水源地公開（第50回全国水道週間）
第50回を迎えた水道週間が、６月1日から全国一斉にスター
トします。米子市水道局では、市民の皆さんに水道について
の関心と理解をいっそう深めていただくため、車尾水源地を
公開しています。水源地内の水道記念館には、市水道ゆかり
の品を展示しておりますので、どうぞご見学ください。
■見学申込・問い合わせ　水道局計画課（☎３２－６１１１）

米子市環境フェア2008
■と き　15日（日）午前10 時～午後３時
　　　　　（催しによって場所と時間が異なります。）
■ところ　児童文化センターほか
環境保全活動をされている方々のご協力による楽しい催
しを行ないます。子どもから大人まで楽しめる米子市環
境フェアへぜひおこしください。
●ステージイベント
・米子市こどもエコクラブ発足交流会（午前中）
・環境講演会（午後１時30分～３時）「今すぐ取り組む地
球温暖化防止対策」　講師　山本ルリコさん
●楽しい手作り・リサイクル工作体験コーナー、環境に
やさしいエネルギーを紹介するコーナー、エコクッキン
グの紹介・試食、中海の自然と人のふれあいをテーマに
募集した中海写真展などもあります。
●はくちょうⅡ号で中海をクルージングしながら、中海
の自然と環境について学びます。
　と　き　午後１時30分～３時30分
　ところ　米子港集合
　対　象　小学４年生～大人（先着 20人）
　　　　　※小学生は保護者同伴のこと。
　　　　　※事前申込みが必要です。
■問い合わせ　環境政策課 (☎２３－５２５６)



お子さんの予防接種

◆結核予防接種（BCG）◆
生まれ月ごとに毎月実施します。受けられな
かった場合は、次月以降に受けてください。
ところ　保健センター（「ふれあいの里」３階）
受　付　午後１時～２時（接種は午後１時15分～）
※母子健康手帳、予診票をお持ちください。母子
健康手帳がないと受けられません。「予防接種と
子どもの健康」の冊子を読んできてください。体
温は接種場所で測ってください。

対 象 児 接 種 日

H20年３月１日～３月13日生 ６月13日（金）
H20年３月14日～３月26日生 ６月26日（木）
H20年３月27日～４月９日生 ７月９日（水）

生後３か月で接種します。生後６か月未満で接種
を受けていない方も受けてください。

◆ポリオ（小児まひ）予防接種◆
対　象　児 １回目 ２回目

H19年７月生 １回目の接種を受
けていない方は、下
記の日程で１回目、
２回目を受けてく
ださい。

６月11日（水）

H19年８月生 ６月24日（火）

H19年９月生 ９月10日（水）

H19年10月生 ６月12日（木） ９月24日（水）

H19年11月生 ６月25日（水） 10月15日（水）

７歳６か月未満で接種を受けていない方も受けて
ください。６週間以上の間隔をおいて２回飲みま
す。間隔は６週間以上であれば、いくら長くても
かまいません。

有

料

広

告

　
生
活
習
慣
病
（
心
臓
病
、

脳
卒
中
、
糖
尿
病
な
ど
）
の

発
病
に
影
響
し
て
い
る
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に

着
目
し
た
健
診
を
行
な
い
ま

す
。

　

健
診
は
、医
療
保
険
者
（
健

康
保
険
組
合
、
共
済
組
合
、

国
民
健
康
保
険
な
ど
）
が
実

施
し
ま
す
。

　

健
診
内
容
は
、
腹
囲
測
定
、

血
糖
検
査
、
肝
機
能
検
査
、

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
検

査
な
ど
で
す
。

　

結
果
に
よ
り
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予

備
群
等
に
該
当
す
る
方
は
、

保
健
指
導
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

　
　

●　
　

●　
　

●

米
子
市
で
は
国
民
健
康
保
険

加
入
者
（
40
歳
～
74
歳
）
を

対
象
に
行
な
い
ま
す
。

◆
６
月
下
旬

受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

◆
７
月
～
12
月

受
診
券
に
掲
載
し
て
あ
る
市

内
の
医
院
な
ど
で
健
診
を
受

け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

受
け
ら
れ
た
医
院
か
ら
随
時

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
９
月
～

保
健
指
導
該
当
者
に
利
用
券

を
送
付
し
ま
す
。

保
健
指
導
を
「
ふ
れ
あ
い
の

里
」、
地
区
公
民
館
な
ど
で

順
次
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

※
75
歳
以
上
の
方
の
検
診
、

各
種
が
ん
検

診
は
、
20
年

度
か
ら
も
健

康
対
策
課
が

実
施
し
ま
す
。

平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
る
健
康
診
断

健

康

診

断

⇦

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
予
備
群･

該
当
者
を
見
つ
け
る	

⇦

特
定
保
健
指
導	

⇦

生
活
習
慣
病
の
改
善

⇦

健
康
の
維
持
・
増
進



有

料

広

告

月日 と こ ろ と き

６月16日
（月）
住 吉

ケアハウスよなご幸朋苑 午前９時～９時30分
上後藤1区・越河務氏宅前 午前９時40分～10時
旧拘置所南側駐車場 午前10時10分～10時30分
ユニサン駐車場 午前10時40分～11時10分
住吉公民館 午前11時30分～正午

６月17日
（火）
住 吉

旗ヶ崎２区公民館 午前９時10分～９時40分
天使園 午前９時50分～10時10分
中ノ海１区集会所 午前10時30分～10時50分

６月17日
（火）
義 方

立町二丁目・鹿島茶店前 午前11時10分～11時50分
角盤町三丁目・ファッ
ションハウス丸越駐車場 午後１時20分～１時40分

三本松２区公民館 午後２時～２時20分

６月18日
（水）
義 方

花園町・喫茶セゾン前 午前９時30分～９時50分
三本松１区・八光ストアー前 午前10時10分～10時50分
旗ヶ崎１区・岡本弘氏宅前 午前11時10分～11時30分
三本松３区会館 午後１時～１時20分
錦町三丁目・西保育園前 午後１時40分～２時
義方公民館 午後２時20分～３時

６月26日
（木）
淀 江

大和分館 午前９時30分～10時30分
中間公民館 午前10時50分～11時30分
小波上公民館付近 午前11時40分～正午
桜台集会所 午後１時20分～１時50分
佐陀３部公民館 午後２時10分～２時40分

６月27日
（金）
淀 江

佐陀浜集会所 午前９時30分～10時40分
佐陀新田公民館 午前10時50分～11時10分
ニューやまと公民館 午前11時20分～11時50分
大和理容所（大和農協跡地） 午後１時～２時20分
小波浜公民館 午後２時40分～４時

月日 と こ ろ と き

７月３日
（木）
淀 江

福井製茶前 午前９時30分～９時50分
富繁構造改善センター 午前10時10分～10時30分
宇田川分館 午前10時50分～11時10分
真名井
コミュニティーセンター 午前11時30分～11時50分

福平公民館 午後１時～１時30分
西尾原集荷場 午後１時50分～２時20分
本宮構造改善センター 午後２時40分～３時

７月４日
（金）
淀 江

漁村センター 午前９時30分～11時50分
稲吉集落センター 午後１時～２時
淀江歴史民族資料館 午後２時20分～３時

７月８日
（火）
淀 江

淀江公民館
午前９時30分～11時50分

午後１時～３時

７月９日
（水）
淀 江

淀江公民館
午前９時30分～11時50分

午後１時～３時

７月10日
（木）
淀 江

松田木材前 午前９時30分～９時50分
米子市淀江支所 午前10時10分～11時30分
白浜公民館 午前11時40分～正午
淀江中学校 午後１時20分～３時

◆対象者　市内にお住いの 40歳以上の方
◆内 容　胸部レントゲン検査（問診の結果により「た
ん」の検査を受けることもできます）
◆料 金　レントゲン撮影は無料
「たん」の検査は、市民税課税世帯の方は 900円、市
民税非課税世帯の方・70歳以上の市民税課税世帯の方
は 300円、生活保護世帯の方は無料です。
※くわしくは地区回覧をご覧ください。

■アスベスト（石綿）関連疾患の検診を実施しています。ア
スベスト健康被害に関し、不安があり検診を希望される方は、
結核・肺がん検診の問診の際にお申し出ください。

結核・肺がん検診日程

歌
っ
て
健
康
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え
り
教
室
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、
思
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歌
い
ま
し
ょ
う
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あ
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な
歌
、
こ
ん
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歌
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・
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こ
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す
ま
す
元
気
に
は

ず
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ぞ
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づ
く
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お
役
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て
く
だ
さ
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◆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

　
「
今
夜
見
え
る
星
空
と
星
座
物
語

　
（
て
ん
び
ん
座
・
か
ん
む
り
座
）」

平
日
…
午
後
２
時
・
３
時
、
土
・
日
・

祝
日
…
午
前
10
時
45
分
・
11
時
45
分
・

午
後
２
時
・
３
時
・
４
時
の
投
影

幼
児
無
料
、
小
中
学
生
50
円
（
土
曜

日
は
無
料
）、
高
校
生
以
上
３
０
０
円

◆
天
体
観
測
会

　
「
初
夏
の
星
座
を
み
よ
う
」

28
日
㈯
午
後
７
時
30
分
～

対
象
・
ど
な
た
で
も
可
、
20
組
。
無

料
。
14
日
㈯
か
ら
電
話
受
付
。
雨
の

場
合
は
星
の
話
を
し
ま
す
。

◆
え
ほ
ん
と
わ
ら
べ
う
た

毎
週
水
曜
日
・
午
前
10
時
30
分
か
ら

は
０
～
１
歳
半
、
11
時
10
分
か
ら
は

１
歳
以
上
対
象
。

◆
お
は
な
し
の
へ
や
（
共
催
・
朗
読

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
火
曜
の
会
）

８
日
㈰
午
前
11
時
～
11
時
30
分
と
午

後
２
時
30
分
～
３
時
10
分
。
紙
芝
居

や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
。対
象
・

幼
児
か
ら
。

◆
木
の
お
も
ち
ゃ
ク
ラ
ブ
も
く
も
く

　

初
心
者
の
日

25
日
㈬
、
午
前
10
時
～
正
午
、
木
の

パ
ズ
ル
作
り
。
材
料
費
４
５
０
円
、

11
日
㈬
か
ら
受
付
開
始

◆
だ
く
ち
る
お
は
な
し
会

28
日
㈯
午
後
２
時
15
分
～
３
時
『
ヤ

ギ
と
ラ
イ
オ
ン
』
ほ
か
、
絵
本
、
お

は
な
し
、
手
あ
そ
び
な
ど
。
対
象
・

幼
児
～
大
人

◆
み
な
と
や
ま
プ
レ
ー
パ
ー
ク

（
協
力
・
み
な
と
や
ま
プ
レ
ー
パ
ー
ク
実
行
委
員
会
）

毎
週
日
曜
日
・
午
前
10
時
～
午
後
４

時
30
分
。
屋
外
の
冒
険
遊
び
場
を
開

園
し
て
い
ま
す
。
対
象
・
幼
児
～
大

人
、
無
料

８
日
は
「
笹
も
ち
を
作
っ
て
食
べ
よ

う
」
を
午
前
10
時
30
分
か
ら
。
材
料

費
１
０
０
円

15
日
は
「
釘
た
て
大
会
」、
22
日
は

「
ベ
ー
ゴ
マ
大
会
」、
い
ず
れ
も
午
後

２
時
か
ら
。
参
加
自
由
無
料

◆
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
出
張
事
業

　
（
共
催
・
ま
な
び
ネ
ッ
ト
き
ず
な
）

作
っ
て
遊
べ
る
工

作
、
昔
遊
び
や
わ
ら

べ
う
た
・
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
な
ど
を

『
お
お
ぞ
ら
号
』
に

満
載
し
て
出
か
け
ま

す
。
対
象
・
単
位
子
ど
も
会
な
ど

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
電
話
受
付

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

●
今
月
の
休
館
日　

毎
週
火
曜
日

●
開
館
日
は
、
施
設
の
使
用
申
請
が

あ
れ
ば
有
料
で
午
後
10
時
ま
で
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
自
然
観
察
会

　
「
カ
ル
ガ
モ
の
親
子
に
会
お
う
！
」

14
日
㈯
午
前
10
時
～
11
時
・
申
込
不

要
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

集
合
：
水
鳥
公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー

◆
米
子
市
環
境
フ
ェ
ア

　
「
バ
ー
ド
コ
ー
ル
を
作
ろ
う
！
」

15
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
３
時
の
間

い
つ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
参
加
無

料
。
材
料
が
無
く
な
り
次
第
終
了
し

ま
す
。
会
場
：
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
自
然
観
察
会

　
「
粟
嶋
神
社
で
カ
タ
ツ
ム
リ
を
探

　

そ
う
！
」

22
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午
・
申
込
不

要
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

集
合
：
粟
嶋
神
社
駐
車
場

●
行
事
へ
の
ご
参
加
に
は
、
高
校
生

～
70
歳
未
満
の
方
は
入
館
料
３
０
０

円
が
必
要
で
す
。

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

●
今
月
の
休
園
日　

毎
週
火
曜
日

施設の催し

米
子
水
鳥
公
園

第
48
回 

米
子
市
美
術
展
覧
会

多
く
の
方
の
ご
出
品
・
ご
鑑
賞
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
搬
入
日　

６
月
８
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
搬
入
場
所　

米
子
市
美
術
館

▼
出
品
資
格　

市
内
に
お
住
ま
い
の

方
、
市
内
に
勤
務
も
し
く
は
通
学
し

て
い
る
方
、
市
内
の
美
術
団
体
に
所

属
し
て
い
る
方
の
い
ず
れ
か
に
限
り

ま
す
。（
中
学
生
以
下
は
除
く
。）

▼
出
品
部
門　

洋
画
・
日
本
画
・
書

道
・
写
真
・
工
芸
・
彫
刻

▼
会
期　

６
月
13
日
㈮
～
21
日
㈯ 

［
会
期
中
無
休
］

第
２
回
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ス
ク
ー
ル

「
学
芸
員
レ
ク
チ
ャ
ー　

葉
祥
明
展

へ
の
招
待
」

７
月
12
日
㈯
か
ら
開
催
の
特
別
展「
葉

祥
明
展
」
を
よ
り
深
く
鑑
賞
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
学
芸
員
が
映
像
を

交
え
て
事
前
レ
ク
チ
ャ
ー
を
し
ま
す
。

29
日
㈰
午
後
２
時
～
３
時
30
分
・
第

５
展
示
室
・
参
加
費
無
料

●
開
館
時
間

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

●
今
月
の
休
館
日

　

４
日
、
11
日
、
25
日

有

料

広

告



　

む
き
ば
ん
だ
親
子
考
古
学
教
室

遺
跡
見
学
、
発
掘
調
査
体
験
、
土
器

の
復
元
体
験
な
ど
を
２
日
間
学
び
ま

す
。

と

き　

21
日
㈯
、
22
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

妻
木
晩
田
遺
跡（
大
山
町
）

定

員　

小
学
生
と
保
護
者
15
組

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

希
望
に
よ
り
宿
泊
の
斡
旋
を
行
な
い

ま
す
。

申
込
締
切　

９
日
㈪

申
込
・
問
い
合
わ
せ

妻
木
晩
田
遺
跡
事
務
所

（
☎
37
―
４
０
０
０
）

　

情
報
プ
ラ
ザ
ミ
ニ
展
示
会

　
「
ア
ー
ト
交
流
ひ
ろ
ば
広
場
」

▼
草
月
流
い
け
ば
な
展

　
「
ミ
ニ
支
部
展
」

　
『
花
』
を
楽
し
む

　

期
間　

26
日
㈭
～
29
日
㈰

▼
パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
合
同
展
Ⅱ

　

期
間　

７
月
１
日
㈫
～
６
日
㈰

▼
現
展
山
陰
支
部
小
品
展

　

期
間　

７
月
８
日
㈫
～
13
日
㈰

会

場

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

「
ア
ー
ト
交
流
ひ
ろ
ば
」
係

（
☎
35
―
８
１
１
１
）

◆
第
６
回　

歴
史
館
コ
ン
サ
ー
ト

石い
し
ぐ
ろ黒
信の

ぶ
ゆ
き行
さ
ん
に
よ
る
チ
ェ
ロ
演

奏
会

７
月
11
日
㈮
午
後
７
時
～
８
時

（
開
場
午
後
６
時
30
分
）、
参
加
費

５
０
０
円
（
コ
ー
ヒ
ー
、
お
菓
子
つ

き
）、
定
員
65
人

※
前
売
券
が
必
要
で
す
。
当
日
券
な

し
。
前
売
券
は
４
日
か
ら
山
陰
歴
史

館
で
発
売
し
ま
す
。

◆
第
２
回　

ぐ
る
っ
と
３
館
め
ぐ
り

山
陰
歴
史
館
・
福
市
考
古
資
料
館
・

淀
江
歴
史
民
俗
資
料
館
の
３
館
を
バ

ス
で
め
ぐ
り
、
学
芸
員
に
よ
る
館
内

展
示
物
の
紹
介
と
最
寄
の
史
跡
め
ぐ

り
を
行
な
い
ま
す
。

▼
日
時　

14
日
㈯

午
前
９
時
45
分
～
午
後
３
時
30
分

▼
コ
ー
ス　

３
館
の
ほ
か
尾
高
城
址

と
淀
江
台
場
跡
を
訪
問
し
ま
す
。

▼
集
合
・
解
散
場
所　

山
陰
歴
史
館

▼
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
バ
ス

代
、
保
険
代
、
資
料
代
）
※
小
学
生

は
５
０
０
円
、
未
就
学
児
は
無
料

▼
定
員　

20
人

※
歩
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
な
お
昼
食
は
各
自
で
ご
用
意

く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
な
ど
く
わ
し
く
は
山
陰
歴

史
館
ま
で
。

◇
次
回
は
８
月
９
日
の
予
定
で
す
。

●
今
月
の
休
館
日　

毎
週
火
曜
日

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

◆
企
画
展

　
「
道
具
で
た
ど
る
食
の
歴
史
」

調
理
具
・
食
器
か
ら
分
か
る
食
事
の

歴
史
を
、
現
在
の
道
具
や
料
理
と
比

較
し
な
が
ら
展
示
し
ま
す
。

▼
会
期　
７
月
２
日
㈬
～
８
月
31
日
㈰

●
今
月
の
休
館
日　

毎
週
火
曜
日

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

◆
つ
つ
じ
読
書
会

７
月
５
日
㈯
午
後
２
時
・
特
設
文
庫

室
・
菊き

く
ち池
秀ひ

で
あ
き明
著
（
講
談
社
）「
中

国
の
歴
史（
10
）ラ
ス
ト
エ
ン
ペ
ラ
ー

と
近
代
中
国
」〔
後
半
〕

◆
お
は
な
し
会

☆
毎
週
木
曜
日（
協
力
：
ほ
し
の
ぎ
ん
か
）

☆
20
日
㈮
（
協
力
：
火
曜
の
会
）

午
前
10
時
40
分
～
11
時
30
分
・
親
子

読
書
コ
ー
ナ
ー
・
紙
芝
居
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
わ
ら
べ
う
た
、
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

◆
伯
耆
文
化
研
究
会
７
月
例
会

７
月
５
日
日
㈯
午
後
１
時
30
分
・
大

会
議
室

発
表
者
…
上か

み
な
だ灘
順じ

ゅ
ん
こ子
さ
ん
・
近こ

ん
ど
う藤　

滋し
げ
る

さ
ん

◆
古
文
書
研
究
会

24
日
㈫ 

午
後
１
時
30
分
・
大
会
議

室
・
鷲
見
家
短
冊
を
読
む　
『
庭
の

三
十
六
景
』〔
後
半
〕

講
師
…
中な

か　
　

宏こ
う

さ
ん

◆
ビ
ジ
ネ
ス
支
援

「
特
許
情
報
相
談
会
」

28
日
㈯
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４

時
・
特
設
文
庫
室
・
要
事
前
申
込
み

◆
『
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
図
書
館 

ｉ
ｎ 

よ
な
ご
』（
図
書
館
業
務
専
門
講
座
）

６
日
㈮
午
後
１
時
～
５
時
・
大
会
議

室▼
行
政
説
明
「
こ
れ
か
ら
の
図
書
館

像
と
図
書
館
政
策
の
目
指
す
も
の
」

講
師
…
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策

局
社
会
教
育
課
長　

平ひ
ら
ば
や
し林
正し

ょ
う
き
ち吉
さ
ん

▼
基
調
講
演
「
地
域
の
情
報
拠
点
と

し
て
の
公
共
図
書
館
」

講
師
…
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授

糸い
と
が賀
雅ま

さ
る児
さ
ん

▼
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

●
開
館
時
間

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
（
金
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で
）

●
今
月
の
休
館
日

　

毎
週
月
曜
日
、
29
日

有

料

広

告



新米子の文化財
松
ま つ

南
な み

農
の う

兵
へ い

隊
た い

関
か ん

係
け い

遺
い

品
ひ ん

　　米子市指定有形文化財　
　松南農兵隊は、松

まつなみてつおう

南徹翁が藩の許可を得て私財を投じ、近郷の農民から
農兵隊を組織訓練したことに始まります。
　松南徹翁は元の名を田

た な か

中六
ろ く ろ

郎兵
べ え

衛といい、現在の市内淀江町今津で大庄
屋を勤めた家柄です。安政の大地震（1855 年）で倒壊した鳥取池田藩江戸
藩邸の復旧費を献金した功で郷士に取
り立てられ、以降松

まつなみ

波宏
ひろとし

年と改名、後
に松南徹翁と名乗りました。
　慶応2年（1866年）の第二次長州征伐

では、藩の旗頭津
つ だ

田雄
ゆ う じ ろ う

次郎の指揮下で浜田口に出動します。また、後の戊
辰戦争（1868年）では、維新政府軍として秋田、庄内方面を転戦し戦死者や
負傷者を出しながらも活躍します。
　明治４年（1871年）廃藩置県に伴い軍制改革で農兵隊は解隊されその歴史
を閉じました。
　現在、農兵隊の関係品として、胴よろい（日吉神社保管）と陣太鼓（個人保管）
が残されています。

■問い合わせ　文化課（☎２３－５４３７）

■編集発行／米子市企画部秘書広報課／〒 683-8686 米子市加茂町１－１／☎２３－５３７２
　Ｅメール kouhou@yonago-city.jp　■毎月１日発行　■印刷／有限会社岡本美術印刷

　ムスジイトトンボは、米子水鳥公園を代表する昆虫の 1 つです。春か

ら秋にかけて園内で最も普通に見られる、鮮やかなコバルトブルーと黒

の模様が美しいイトトンボです。

　園内では、水辺の草むらでたくさん見られ、ネイチャーセンターの中

にもよく入り込みます。しかし、県内では米子水鳥公園とその周辺でし

か確認されていない、とても珍しい昆虫です。

　園内にはもう一種類、アオモンイトトンボというイトトンボもたくさ

んいます。アオモンイトトンボは、お腹の先端にだけ青い斑紋がありま

す。一方、ムスジイトトンボは、お腹の節ごとに青い「目盛り」がつい

ているので、すぐに見分けられます。

　ところで、このムスジイトトンボは、水鳥公園の中でとても重要な二つの役割を担っています。一つ目の役割は、湿地

帯から無数に発生するユスリカなど、小さな昆虫をたくさん食べて、数を調整する、ということです。

　もう 1 つの役割は、様々な生きものに食べられて、それらの命を支えることです。幼虫（ヤゴ）の時はコオイムシやチ

チブなどに食べられ、成虫になったらカイツブリやツバメ、クモなどに食べられます。

　生涯を通じてたくさんの生き物を食べて、その一方でたくさんの生き物に食べられることで、たくさんの命を支えてい

るムスジイトトンボは、水鳥公園の食物連鎖の重要な役割を担っています。

　ぜひ、水鳥公園にお越しの際には、園内の水辺や草むらで視線を低くしてみてください。ムスジイトトンボの姿があち

らこちらに見えてきます。

水鳥公園指導員　桐
きりはら

原佳
けいすけ

介

米子市の人口と世帯数　平成20年５月 1 日現在（住民基本台帳登録者数と外国人登録者数の合計）　　※（　）内は前月比

人口 150,498人 ( ＋30人)　男性 71,501人 ( ＋39人)　女性 78,997人 ( －9人)　世帯数 61,918世帯 ( ＋211世帯)

水鳥公園からのたより

ムスジイトトンボ
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